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FOOD HALLの役割 1 

市民同士の交流の場所 
観光やビジネス利用者の交流の場所 

来酒された人にも開かれた 
情報と体験の交流の場所 

域内と域外のヒト・モノ・コトの交流の場所 
市民の暮らしをより豊かにし、酒

田の産業をより大きくさせることを

目標とする産業交流拠点が創造
されます。 

高度な情報・文化のアーカイブを備えたラ
イブラリーセンター、観光情報センター、広
場、駐車場、バスベイから構成される酒田
コミュニケーションポート：ヒト・モノ・コトが
交流する場所 
酒田の最新情報を提供する観光情報セン
ターとライブラリーセンターが一体となって
いる図書館。それぞれの強みを活かした情
報やサービスを提供する施設。 
図書館と酒田コミュニケーション

ポートを核機能として、駅前から

様々な交流を生み出す酒田市新
拠点が創造されます。 

“光の湊“のコンセプト 
交流の場所 

FOOD HALLの役割 

“光の湊”のコンセプト『交流の場所』
を、より機能増幅させる施設が求めら
れます。 
各機能を結び各施設を利用する人々
が共通で楽しめ、その施設が単独で
も魅力があり集客できる施設が求め
られます。  
FOOD HALLは『交流の場所』

の拠点の中で集客の一翼を
担える位置にあります。 

集客施設としての機能がFOOD HALLの大きな役割となります。それは単にFOOD HALL

が宿泊者の対象とした施設ではなく、“光の湊”に来街する人々を対象とするとともに、単

独で新たな集客を生み出すことで、更に、ヒト・モノ・コトの交流が増幅させます。 
ヒト・モノ・コトの交流を増幅させる集客施設 



外観パース 2 

＜フー ド ホール概要＞  

店舗面積  ：  約５２ ０㎡  

席    数  ：  約１４ ４席   

※この外観パースはイメージを示すものであり、今後変更する場合があります。 
フードホール 
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※このスケッチはイメージを示すものであり、今後変更する場合があります。 
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